
JP 2010-1089 A 2010.1.7

10

(57)【要約】
【課題】用紙の種類に関わらずカール矯正を可能とし、
カールに基因する異常処理に係るメンテナンス時間を短
縮し、高生産性を実現する用紙処理装置及び該用紙処理
装置を有する画像形成システムの提供。
【解決手段】用紙を加湿する加湿手段と、用紙に機械的
な曲げ力を加えてカールを矯正するカール矯正手段とを
有する用紙処理装置において、
所定の用紙には前記加湿手段による加湿と前記カール矯
正手段によるカール矯正とを可能とし、前記所定の用紙
以外の用紙には前記加湿手段による加湿又は前記カール
矯正手段によるカール矯正の何れか一方のみを可能とさ
せる制御手段を有することを特徴とする用紙処理装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
用紙を加湿する加湿手段と、用紙に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正するカール矯正
手段とを有する用紙処理装置において、
所定の用紙には、前記加湿手段による加湿と前記カール矯正手段によるカール矯正とを可
能とし、
前記所定の用紙以外の用紙には、前記加湿手段による加湿又は前記カール矯正手段による
カール矯正の何れか一方のみを可能とさせる制御手段を有することを特徴とする用紙処理
装置。
【請求項２】
前記所定の用紙は所定の坪量以上の用紙であることを特徴とする請求項１に記載の用紙処
理装置。
【請求項３】
前記カール矯正手段は、用紙の第１面側から機械的な曲げ力を加えてカールを矯正する第
１のカール矯正手段と、前記第１面側からと反対側の第２面側から機械的な曲げ力を加え
てカールを矯正する第２のカール矯正手段と、前記第１面側からと前記第２面側からと交
互に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正する第３のカール矯正手段とを有し、
前記制御手段は、オペレータにより設定されたカールの矯正方法に応じて、前記第１のカ
ール矯正手段、前記第２のカール矯正手段、及び前記第３のカール矯正手段の少なくとも
１つによりカールを矯正させることを特徴とする請求項１又は２に記載の用紙処理装置。
【請求項４】
前記制御手段は、第１の矯正度合調整手段により前記第１のカール矯正手段のカール矯正
の度合いを調整させ、第２の矯正度合調整手段により前記第２のカール矯正手段のカール
矯正の度合いを調整させ、第３の矯正度合調整手段により前記第３のカール矯正手段のカ
ール矯正の度合いを調整させることを特徴とする請求項３に記載の用紙処理装置。
【請求項５】
前記加湿手段に対して、用紙搬送方向下流側に前記カール矯正手段が配設されていること
を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の用紙処理装置。
【請求項６】
用紙に画像を形成する画像形成装置と、請求項１～５のいずれか１項に記載の用紙処理装
置と、用紙を後処理する後処理装置と、を有することを特徴とする画像形成システム。
【請求項７】
前記画像形成装置は、用紙の坪量に係る情報を設定する設定手段と、該設定手段で設定し
た用紙の坪量に係る情報を前記用紙処理装置に送信する通信手段と、を有し、
前記用紙処理装置は、送信された用紙の坪量に係る情報を受信する通信手段を有し、前記
制御手段は受信した用紙の坪量に係る情報に応じて前記加湿手段と前記カール矯正手段と
を制御することを特徴とする、請求項６に記載の画像形成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は用紙のカールを矯正する用紙処理装置及びかかる用紙処理装置を備えた画像形
成システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真プロセスによる画像形成は周知のように、帯電、露光及び現像によりトナー像
を形成し、形成したトナー像を用紙に転写し、用紙に転写されたトナー像を定着するとい
うプロセスにより画像を形成するものである。
【０００３】
　このプロセス中の定着工程においては、熱と圧力とによりトナーを溶融し、用紙に画像
を定着することが行われるが、その際に、熱により用紙から水分が蒸発する現象が起こる



(3) JP 2010-1089 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

。
【０００４】
　又、定着後に用紙が外気に曝されることにより、用紙が外気から水分を吸収する現象が
起こる。
【０００５】
　このような水分の蒸発及び水分の吸収・放散は用紙の表裏面で違う割合で起こるために
、用紙の波打ちやカールが発生するという問題がある。
【０００６】
　波打ちやカールのある用紙は画像形成装置に接続されている用紙処理装置内における搬
送、処理、集積におけるトラブルの発生原因となり、また、綴じ処理により束ねられた用
紙の嵩が増すなど、用紙の処理、保存の障害となるために、用紙のカールを矯正する技術
が開発されている。
【０００７】
　即ち、特許文献１、２では、用紙搬送路に、用紙に対して機械的な曲げ力を作用させる
ことにより、カールを矯正することが提案されており、特許文献２では、用紙の種類や画
像濃度等に応じてファンの風量を選択し用紙の水分を放散させることが提案されている。
【特許文献１】特開平４－３３８０６０号公報
【特許文献２】特開平５－３０９９７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　特許文献１に記載の構成では、用紙の種類に応じてカール矯正度合いを選択可能にして
いるが、用紙には様々な種類があり、機械的な曲げ力の調整だけでは、曲げ力を調整した
としても、カール矯正が出来ない場合があることが判明した。
【０００９】
　例えば厚紙では、強い力を作用させることによりカールが矯正されるが、薄紙では、機
械的な曲げ力のみではカールを矯正することが困難であること、又、印刷用の上質紙では
、曲げ力のみではカール矯正が困難であること、等が判明した。
【００１０】
　また、特許文献２に記載の構成では、同様に、用紙の水分を放散することだけではカー
ル矯正が出来ない場合があることが判明した。
【００１１】
　本発明は上記の問題点に鑑み、厚紙や薄紙といった用紙の種類に関わらずカール矯正を
可能とし、カールに基因する、搬送、処理、集積、におけるトラブルの発生を防止するこ
とにより、異常処理に係るメンテナンス時間を短縮し、高生産性を実現する用紙処理装置
及び該用紙処理装置を有する画像形成システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的は、下記の構成によって達成される。
【００１３】
　１．用紙を加湿する加湿手段と、用紙に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正するカー
ル矯正手段とを有する用紙処理装置において、
所定の用紙には、前記加湿手段による加湿と前記カール矯正手段によるカール矯正とを可
能とし、
前記所定の用紙以外の用紙には、前記加湿手段による加湿又は前記カール矯正手段による
カール矯正の何れか一方のみを可能とさせる制御手段を有することを特徴とする用紙処理
装置。
【００１４】
　２．前記所定の用紙は所定の坪量以上の用紙であることを特徴とする前記１項に記載の
用紙処理装置。
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【００１５】
　３．前記カール矯正手段は、用紙の第１面側から機械的な曲げ力を加えてカールを矯正
する第１のカール矯正手段と、前記第１面側からと反対側の第２面側から機械的な曲げ力
を加えてカールを矯正する第２のカール矯正手段と、前記第１面側からと前記第２面側か
らと交互に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正する第３のカール矯正手段とを有し、
前記制御手段は、オペレータにより設定されたカールの矯正方法に応じて、前記第１のカ
ール矯正手段、前記第２のカール矯正手段、及び前記第３のカール矯正手段の少なくとも
１つによりカールを矯正させることを特徴とする前記１又は２項に記載の用紙処理装置。
【００１６】
　４．前記制御手段は、第１の矯正度合調整手段により前記第１のカール矯正手段のカー
ル矯正の度合いを調整させ、第２の矯正度合調整手段により前記第２のカール矯正手段の
カール矯正の度合いを調整させ、第３の矯正度合調整手段により前記第３のカール矯正手
段のカール矯正の度合いを調整させることを特徴とする前記３項に記載の用紙処理装置。
【００１７】
　５．前記加湿手段に対して、用紙搬送方向下流側に前記カール矯正手段が配設されてい
ることを特徴とする前記１～４のいずれか１項に記載の用紙処理装置。
【００１８】
　６．用紙に画像を形成する画像形成装置と、前記１～５のいずれか１項に記載の用紙処
理装置と、用紙を後処理する後処理装置と、を有することを特徴とする画像形成システム
。
【００１９】
　７．前記画像形成装置は、用紙の坪量に係る情報を設定する設定手段と、該設定手段で
設定した用紙の坪量に係る情報を前記用紙処理装置に送信する通信手段と、を有し、
前記用紙処理装置は、送信された用紙の坪量に係る情報を受信する通信手段を有し、前記
制御手段は受信した用紙の坪量に係る情報に応じて前記加湿手段と前記カール矯正手段と
を制御することを特徴とする前記６項に記載の画像形成システム。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明では、用紙の種類に応じて、機械的な曲げ力及び加湿を使い分けることによりカ
ールの矯正が可能となり、カールに基因する搬送、処理、集積におけるトラブルの発生を
防止でき、その結果、異常処理に係るメンテナンス時間を短縮し、高生産性を実現する用
紙処理装置及び該用紙処理装置を有する画像形成システムの提供が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る実施の形態の一例を図面に基づいて説明するが、本明細書に用いる
用語により本発明の技術範囲が限定されることはない。
【００２２】
　以下の説明において、幅方向とは用紙が搬送される方向に対して直角方向を指す。
【００２３】
　また、上流とは用紙の搬送方向に搬送されてくる側を指し、下流とは搬送されていく側
を指す。
【００２４】
　また、上向きカールとは用紙処理装置において搬送される用紙の或面側に凸となったカ
ールを指し、下向きカールとは上向きカールと反対側即ち搬送される用紙の或面と反対側
に凸となったカールを指す。
【００２５】
　そして、後述の構成においては、上向きカールとは例えば画像形成面側が凸となったカ
ールを指し、下向きカールとは例えば画像形成面側が凹となったカールを指す。
【００２６】
　また、用紙に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正するカール矯正をカール調整とも記
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す。
【００２７】
　図１は、用紙処理装置の断面図である。
【００２８】
　用紙処理装置Ｂは、用紙が搬送される入口搬送路である入口搬送路ＨＲ１と、加湿手段
１１０が配設された加湿部搬送路である加湿搬送路ＨＲ２と、カール矯正手段１２０（カ
ール矯正手段１３０、カール矯正手段１４０、カール矯正手段１５０）が配設されたカー
ル矯正部搬送路である矯正搬送路ＨＲ３と、後工程に用紙を排出する出口搬送路である出
口搬送路ＨＲ４と、加湿搬送路ＨＲ２（加湿手段）をバイパスするためのバイパス搬送路
ＨＲ５と、を有している。
【００２９】
　そして、画像形成装置Ａ（後に説明）で画像形成された用紙Ｓは用紙処理装置Ｂの入り
口１０１に供給され、入口搬送路ＨＲ１に導入される。
【００３０】
　そして、加湿搬送路ＨＲ２の加湿手段１１０で加湿処理が行われ、矯正搬送路ＨＲ３の
カール矯正手段１３０又はカール矯正手段１４０又はカール矯正手段１５０でカールの矯
正処理が行われ、出口搬送路ＨＲ４から排出される。
【００３１】
　又、必要に応じて、入口搬送路ＨＲ１と加湿搬送路ＨＲ２との切替わり部Ｈ１２から分
岐し、加湿搬送路ＨＲ２と矯正搬送路ＨＲ３との切替わり部Ｈ２３で合流するバイパス搬
送路ＨＲ５により、加湿手段１１０のバイパスを可能としている。
【００３２】
　入口搬送路ＨＲ１においては、用紙ＳはローラＲ１により搬送され、加湿搬送路ＨＲ２
においては用紙ＳはローラＲ２～Ｒ５により搬送される。
【００３３】
　また、矯正搬送路ＨＲ３においては用紙ＳはローラＲ６～Ｒ１０により搬送され、出口
搬送路ＨＲ４においては、用紙ＳはローラＲ１１により搬送される。
【００３４】
　なお、用紙Ｓの画像形成面は入り口１０１において図示上側を向いているものとして以
下説明する。
【００３５】
　用紙処理装置Ｂは用紙処理装置Ｂによる処理を行わない処理無しモード、加湿処理のみ
を行う加湿モード、カール矯正のみを行う第１カール矯正モード、加湿とカール矯正とを
行う第２カール矯正モードが実行可能である。
【００３６】
　処理無しモードにおいては、切替えゲート１０２により後述するバイパス搬送路ＨＲ５
が選択されるとともに、切替えゲート１３８、１４８により後述する矯正搬送路ＨＲ３１
、ＨＲ４１がそれぞれ選択される。
【００３７】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１からバイパス搬送路ＨＲ５に進行し、矯正搬送
路ＨＲ３１と矯正搬送路ＨＲ４１と矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して無
処理のまま排紙される。
【００３８】
　加湿モードにおいては、切換ゲート１０２により後述する加湿搬送路ＨＲ２が選択され
るとともに、切換ゲート１３８、１４８により矯正搬送路ＨＲ３１、ＨＲ４１がそれぞれ
選択される。
【００３９】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２に進行し、加湿部１１０
により加湿処理された後に矯正搬送路ＨＲ３１と矯正搬送路ＨＲ４１と後述する矯正搬送
路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して排紙される。
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【００４０】
　カール矯正を行うモードには、上向きカール矯正を行うモードと、下向きカール矯正を
行うモードと、上向きと下向きとの両カール矯正を行うモードがある。
【００４１】
　上向きカール矯正を行うモードでは、切換ゲート１０２により加湿搬送路ＨＲ２又はバ
イパス搬送路ＨＲ５が選択されるとともに、切替えゲート１３８により後述する矯正搬送
路ＨＲ３２が選択され、切替えゲート１４８により矯正搬送路ＨＲ４１が選択される。
【００４２】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２又はバイパス搬送路ＨＲ
５に進行し、カール矯正手段１３０により上向きカールを矯正された後に矯正搬送路ＨＲ
４１と矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して排紙される。
【００４３】
　また、下向きカール矯正を行うモードでは、切換ゲート１０２により加湿搬送路ＨＲ２
又はバイパス搬送路ＨＲ５が選択されるとともに、切替えゲート１３８により矯正搬送路
ＨＲ３１が選択され、切替えゲート１４８により矯正搬送路ＨＲ４２が選択される。
【００４４】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２又はバイパス搬送路ＨＲ
５１と、バイパス搬送路ＨＲ３１と、を経由して矯正搬送路ＨＲ４２に進行し、カール矯
正手段１４０により下向きカールを矯正された後に矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４
とを通過して排紙される。
【００４５】
　両カール矯正を行うモードでは切換ゲート１０２により加湿搬送路ＨＲ２又はバイパス
搬送路ＨＲ５が選択されるとともに、切替えゲート１３８により後述する矯正搬送路ＨＲ
３１が選択され、切替えゲート１４８により矯正搬送路ＨＲ４１が選択され、カール矯正
手段１５０が作動される。
【００４６】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２又はバイパス搬送路ＨＲ
５と、バイパス搬送路ＨＲ３１と、バイパス搬送路ＨＲ４１と、を経由して矯正搬送路Ｈ
Ｒ３に進行し、後述のカール矯正手段１５０により上向きと下向きのカールを矯正された
後に矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して排紙される。
【００４７】
　なお、両カール矯正を行うモードは、上述したカール矯正手段１３０とカール矯正手段
１４０とによって、上向き下向き両カールを矯正するようにしても良い。
【００４８】
　加湿とカール矯正とを行う第２カール矯正モードには、上向きカール矯正を行うモード
と下向きカール矯正を行うモードがある。
【００４９】
　上向きカール矯正を行うモードでは、切換ゲート１０２により加湿搬送路ＨＲ２が選択
されるとともに、切替えゲート１３８により矯正搬送路ＨＲ３２が選択され、切替えゲー
ト１４８により矯正搬送路ＨＲ４１が選択される。
【００５０】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２に進行し、加湿部１１０
により加湿処理された後に、カール矯正手段１３０により上向きのカールを矯正され、そ
の後矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して排紙される。
【００５１】
　下向きカール矯正を行うモードでは、切換ゲート１０２により加湿搬送路ＨＲ２が選択
されるとともに、切替えゲート１３８により矯正搬送路ＨＲ３１が選択され、切替えゲー
ト１４８により矯正搬送路ＨＲ４２が選択される。
【００５２】
　これにより、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１から加湿搬送路ＨＲ２に進行し、加湿部１１０
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により加湿処理された後に、カール矯正手段１４０により下向きのカールを矯正され、そ
の後矯正搬送路ＨＲ３と出口搬送路ＨＲ４とを通過して排紙される。
【００５３】
　なお、切換ゲート１０２は上述したように、用紙の搬送経路（入口搬送路ＨＲ１から加
湿搬送路ＨＲ２に向かう第１の搬送経路と、入口搬送路ＨＲ１からバイパス搬送路ＨＲ５
に向かう第２の搬送経路）を切り替える。
【００５４】
　加湿搬送路ＨＲ２には、用紙Ｓに加湿を行う加湿部１１０が配置されている。
【００５５】
　加湿部１１０はユニットとして形成され、ガイドレールの案内で、装置から引き出し可
能となっている。
【００５６】
　加湿部１１０の下方には、加湿部１１０に水を供給するタンク１３０が配置され、タン
ク１３０はガイドレール１３０Ａ、１３０Ｂの案内で装置から引き出し可能となっている
。
【００５７】
　矯正搬送路ＨＲ３には、用紙のカールを矯正するカール矯正手段１２０が配置され、カ
ール矯正手段１２０は、
用紙の第１面側から機械的な曲げ力を加えてカールを矯正する第１のカール矯正手段であ
る、上向きカールを矯正するカール矯正手段１３０と、
前記第１面側からと反対側の第２面側から機械的な曲げ力を加えてカールを矯正する第２
のカール矯正手段である、下向きカールを矯正するカール矯正手段１４０と、
用紙の第１面側からと用紙の前記第２面側から交互に機械的な曲げ力を加えてカールを矯
正する第３のカール矯正手段である、上向きカールと下向きカールとの両カールを矯正す
るカール矯正手段１５０とが配設されている。
【００５８】
　そして、カール矯正手段１３０の作動により上向きカールが平坦に矯正され、カール矯
正手段１４０の作動により下向きカールが平坦に矯正され、カール矯正手段１５０の作動
により上・下両方のカールが平坦に矯正される。
【００５９】
　以下に加湿部１１０とカール矯正手段１２０とについて詳細に説明する。
【００６０】
　図２は、加湿部１１０の拡大図である。
【００６１】
　加湿搬送路ＨＲ２はＵ字状に形成され、用紙Ｓは入口搬送路ＨＲ１（不図示）からほぼ
垂直に下方に進行し、Ｕターンして鉛直方向上方に進行するが、加湿搬送路ＨＲ２の上方
に進行する部分に加湿部１１０が配置される。
【００６２】
　加湿部１１０は、加湿搬送路ＨＲ２に対してそれぞれ対向して配設された一対の加湿手
段、即ち、図の左方の加湿手段１１０Ａと右方の加湿手段１１０Ｂを有し、
加湿手段１１０Ａは加湿ローラ１１１Ａ、給水ローラ１１２Ａ及び給水槽１１４Ａを有し
、加湿手段１１０Ｂは加湿ローラ１１１Ｂ、給水ローラ１１２Ｂ及び給水槽１１４Ｂを有
している。
【００６３】
　加湿ローラ１１１Ａには給水ローラ１１２Ａが、加湿ローラ１１１Ｂには給水ローラ１
１２Ｂがそれぞれ接触し、
給水ローラ１１２Ａは給水槽１１４Ａに収容されている水Ｗに浸漬し、給水ローラ１１２
Ｂは給水槽１１４Ｂに収容されている水Ｗにそれぞれ浸漬している。
【００６４】
　又、対向する加湿ローラ１１１Ａと１１１Ｂとは互いに接触し、矢印のように回転して
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用紙Ｓを搬送しつつ、用紙Ｓに水を付与して加湿を行う。
【００６５】
　１１３Ａ、１１３Ｂは水分調整部材であり、給水ローラ１１２Ａ、１１２Ｂをスクイズ
してこれらの含水量を規制する。
【００６６】
　なお、加湿ローラ１１１Ａ、１１１Ｂ、給水ローラ１１２Ａ、１１２Ｂには発泡製でな
いソリッドゴム、発泡性ゴム等の弾性材料の単層もしくは複層構成のローラ又はゴムに繊
維を巻き付けた複層構成のローラが用いられる。
【００６７】
　加湿ローラ１１１Ａは金属からなる軸芯１１１Ａａとその上に形成されたゴム層１１１
Ａｂで構成され、加湿ローラ１１１Ｂは金属からなる軸芯１１１Ｂａとその上に形成され
たゴム層１１１Ｂｂで構成されている。
【００６８】
　給水ローラ１１２Ａは金属からなる軸芯１１２Ａａとその上に形成されたゴム層１１２
Ａｂで構成され、給水ローラ１１２Ｂは金属からなる軸芯１１２Ｂａとその上に形成され
たゴム層１１２Ｂｂで構成されている。
【００６９】
　水分調整部材１１３Ａ、１１３Ｂには、回転（回転時は矢印方向に回転）又は固定の丸
棒が用いられる。また、水分調整部材１１３Ａ、１１３Ｂとして、板状のブレードを用い
ることもできる。
【００７０】
　タンク１３０中の水Ｗはポンプ（図示せず）により吸水管１１６Ａを通って給水槽１１
４Ａ、１１４Ｂに汲み上げられ、オーバーフローによって、オーバーフロー管１１６Ｂか
らタンク１３０に還流し、給水槽１１４Ａ、１１４Ｂの水位は一定に維持される。
【００７１】
　なお、給水槽１１４Ａと１１４Ｂとは連通しており、両者における水位は同一レベルに
維持される。
【００７２】
　加湿処理において、加湿ローラ１１１Ａ、１１１Ｂ、給水ローラ１１２Ａ、１１２Ｂは
それぞれ矢印のように回転して、用紙Ｓの両面に水分を付与して加湿処理を行う。
【００７３】
　加湿ローラ１１１Ａ、１１１Ｂ、給水ローラ１１２Ａ、１１２Ｂは図示のように加湿搬
送路ＨＲ２を中心に左右対称に配置されているので、給水槽１１４Ａから加湿ローラ１１
１Ａに至る給水経路と給水槽１１４Ｂから加湿ローラ１１１Ｂに至る給水経路が、形状及
び長さに関して同一になる。
【００７４】
　従って、用紙Ｓの両側から均等な給水が行われる。しかも、用紙Ｓは垂直に上昇する加
湿搬送路ＨＲ２において加湿が行われるので、用紙Ｓの厚み方向に均等な水分が供給され
て、用紙Ｓのフラットネスが良好に維持される。
【００７５】
　１１７Ａ、１１７Ｂは用紙Ｓの両面に乾燥風を吹き付けるファンであり、ファン１１７
Ａ、１１７Ｂで用紙Ｓに乾燥風を吹き付けることにより、加湿直後の用紙Ｓから余分な水
分を蒸発させ、搬送ローラ等の搬送路形成部材に水分が蓄積するのを防止する。
【００７６】
　図３はカール矯正手段の拡大説明図である。
【００７７】
　用紙に機械的な曲げ力を加えてカールを矯正するカール矯正手段１２０は、カールの凸
部から凹部に向けて（カールと反対方向に向けて）機械的な力（曲げ力）を付与して、こ
の曲げ力によりカールを矯正するものである。
【００７８】
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　そして、前述した上向きカールを矯正するカール矯正手段１３０と、下向きカールを矯
正するカール矯正手段１４０と、上向きカールと下向きカールとの両カールを矯正する後
述のカール矯正手段１５０（図４）とを有している。
【００７９】
　カール矯正手段１３０は、小径ローラ（例えば半径７ｍｍ）１３１と、一対のベルト駆
動ローラ１３２、１３３と、ベルト駆動ローラ１３２、１３３に張架されたベルト１３４
と、バネかけ軸１３５と、ベルト１３４を小径ローラ１３１を介して用紙の搬送路と反対
方向（矢印）に押圧する押圧バネ１３６と、バネかけ軸１３５を用紙の搬送路と反対方向
（矢印）に付勢して押圧バネ１３６の応力を変化させ、用紙のカール矯正度合いを調整す
る第１の矯正度合調整手段１３７と、を有している。
【００８０】
　カール矯正手段１３０において搬送路を切り替える切替えゲート１３８は、１点鎖線の
位置にあるときはカール矯正手段１３０を通らない矯正搬送路ＨＲ３１が選択され、実線
の位置にあるときはカール矯正手段１３０を通る矯正搬送路ＨＲ３２が選択される。
【００８１】
　また、切替えゲート１３８は後述の制御手段により用紙の厚さや種類やカールの向きに
応じてＯＮ／ＯＦＦされる。
【００８２】
　矯正搬送路ＨＲ３１は図示のように大きな曲率半径（例えば半径６０ｍｍ）を有するの
で、矢印方向に搬送される用紙Ｓが矯正搬送路ＨＲ３１を通過するときは、カール矯正が
行われない。
【００８３】
　これに対して、小径ローラ１３１とベルト１３４とにより形成される矯正搬送路ＨＲ３
２を通るときは、用紙Ｓは小径ローラ１３１とベルト１３４とによる曲げ力を受けてカー
ル矯正される。
【００８４】
　入り口１０１において画像が上面に形成され、上向きカールを有する（即ち入り口１０
１において上に向いた凸形状をなしている）用紙Ｓは、カール矯正手段１３０において画
像面が斜め右下を向いて（即ちカール矯正手段１３０において斜め右下に向いた凸形状を
なしている）いる。
【００８５】
　このため、上向きカール即ち斜め右下に向いた凸形状をなした用紙は、ベルト１３４に
沿って矯正搬送路ＨＲ３２を通過時に、小径ローラ１３１によって凸形状の向きと反対方
向に向かう付勢力（即ち小径ローラ１３１とベルト１３４とによる曲げ力）を受けてカー
ル矯正される。
【００８６】
　結果として、上向きカールが矯正されて平板状になる。
【００８７】
　また、この付勢力は第１の矯正度合調整手段１３７により調整可能となっており、後述
の制御手段により用紙の厚さや種類に応じて変更される。
【００８８】
　カール矯正手段１４０は、小径ローラ（例えば半径７ｍｍ）１４１と、一対のベルト駆
動ローラ１４２、１４３と、ベルト駆動ローラ１４２、１４３に張架されたベルト１４４
と、バネかけ軸１４５と、ベルト１４４を小径ローラ１４１を介して用紙の搬送路と反対
方向に押圧する押圧バネ１４６と、バネかけ軸１４５を用紙の搬送路と反対方向に付勢し
て押圧バネ１４６の応力を変化させ、用紙のカール矯正度合いを調整する第２の矯正度合
調整手段１４７と、を有している。
【００８９】
　カール矯正手段１４０において搬送路を切り替える切替えゲート１４８は、１点鎖線の
位置にあるときはカール矯正手段１４０を通らない矯正搬送路ＨＲ４１が選択され、実線
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の位置にあるときはカール矯正手段１４０を通る矯正搬送路ＨＲ４２が選択される。
【００９０】
　また、切替えゲート１４８は後述の制御手段により用紙の厚さや種類やカールの向きに
応じてＯＮ／ＯＦＦされる。
【００９１】
　矯正搬送路ＨＲ４１は図示のように大きな曲率半径（例えば半径６０ｍｍ）を有するの
で、矢印方向に搬送される用紙Ｓが矯正搬送路ＨＲ４１を通過するときは、カール矯正が
行われない。
【００９２】
　これに対して、小径ローラ１４１とベルト１４４とにより形成される矯正搬送路ＨＲ４
２を通るときは、用紙Ｓは小径ローラ１４１とベルト１４４とによる曲げ力を受けてカー
ル矯正される。
【００９３】
　入り口１０１において画像が上面に形成され、下向きカールを有する（即ち入り口１０
１において下に向いた凸形状をなしている）用紙Ｓは、カール矯正手段１４０において画
像面が斜め左下を向いて（即ちカール矯正手段１４０において斜め右上に向いた凸形状を
なしている）いる。
【００９４】
　このため、下向きカール即ち斜め右上に向いた凸形状をなした用紙は、ベルト１４４に
沿って矯正搬送路ＨＲ４２を通過時に、小径ローラ１４１によって凸形状の向きと反対方
向に向かう付勢力（即ち小径ローラ１４１とベルト１４４とによる曲げ力）を受けてカー
ル矯正される。
【００９５】
　結果として、下向きカールが矯正されて平板状になる。
【００９６】
　また、この付勢力は第２の矯正度合調整手段１４７により調整可能となっており、後述
の制御手段により用紙の厚さや種類に応じて変更される。
【００９７】
　図４はカール矯正手段１５０の拡大説明図である。
【００９８】
　カール矯正手段１５０は、ベルト駆動ローラ１５１、１５２とベルト駆動ローラ１５１
、１５２に張架されたベルト１５５と、ベルト駆動ローラ１５３、１５４とベルト駆動ロ
ーラ１５３、１５４に張架されたベルト１５６とを有している。
【００９９】
　そして、ベルト１５５とベルト１５６は矯正搬送路ＨＲ３側で接しながら回転可能とな
っている。
【０１００】
　ベルト１５５の内側にはベルト駆動ローラ１５１、１５２より小径の小経ローラ１５８
が移動可能に設けられ、ベルト１５６の内側にはベルト駆動ローラ１５３、１５４より小
径の小経ローラ１５９が移動可能に設けられている。
【０１０１】
　そして小経ローラ１５８には、小経ローラ１５８を対向するベルト１５６側に付勢（矢
印ａ方向）して用紙のカール矯正度合いを調整する第３の矯正度合調整手段１６１が接続
されている。
【０１０２】
　また、小経ローラ１５９には小経ローラ１５９を対向するベルト１５５側に付勢（矢印
ｂ方向）して用紙のカール矯正度合いを調整する第４の矯正度合調整手段１６２が接続さ
れている。
【０１０３】
　これらのため、第３の矯正度合調整手段１６１が小経ローラ１５８を付勢し、第４の矯
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正度合調整手段１６２が小経ローラ１５９を付勢して、ベルト１５５とベルト１５６がジ
グザグ状（２点鎖線・ジグザグ搬送路ＨＲ６）になると、ベルト１５５とベルト１５６に
挟まれて搬送される用紙Ｓは交互に両方向から曲げ力を受けるため、上向き及び下向きの
カール矯正が行われる。
【０１０４】
　制御手段により第３の矯正度合調整手段１６１と第４の矯正度合調整手段１６２との付
勢力を調整可能とし、搬送される用紙のカール度合に応じて所望の付勢力を発生させるこ
とにより、任意のカール度合の用紙を平板状とすることが可能となる。
【０１０５】
　また、第３の矯正度合調整手段１６１が小経ローラ１５８を付勢せず、第４の矯正度合
調整手段１６２が小経ローラ１５９を付勢せず、ベルト１５５とベルト１５６が直線状（
１点鎖線）になると、ベルト１５５とベルト１５６に挟まれて搬送される用紙Ｓは曲げ力
を受けずカール矯正が行われない。
【０１０６】
　なお、上向き及び下向きのカール矯正を常時行う場合は、第３の矯正度合調整手段１６
１と第４の矯正度合調整手段１６２とを設けずに、小経ローラ１５８と小経ローラ１５９
とを破線で示した位置にそれぞれ固定しても良い。
【０１０７】
　これにより、ベルト１５５とベルト１５６がジグザグ状（２点鎖線・ジグザグ搬送路Ｈ
Ｒ６）になり、ベルト１５５とベルト１５６に挟まれて搬送される用紙Ｓは交互に両方向
から常に曲げ力を受けるため、常時上向き及び下向きのカール矯正が行われる。
【０１０８】
　また、小経ローラ１５８と小経ローラ１５９との対を複数設けてジグザク状の段数を増
やしても良く、この場合は徐々にカールを矯正可能となるので例えば坪量の大きな用紙の
ようにカールを一度に矯正し難い用紙の矯正に好適に用いることが出来る。
【０１０９】
　以上のように、ベルトでニップした用紙Ｓをジグザク状に付勢しながら搬送することに
より、上向きカールと下向きカールとを平板状に矯正可能としている。
【０１１０】
　図５は、画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂと後処理装置Ｃとを有する画像形成システム
の説明図である。
【０１１１】
　画像形成装置Ａは、回転する像担持体１の周囲に、帯電手段２、像露光手段（書き込み
手段）３、現像手段４、転写手段５Ａ、除電手段５Ｂ、及びクリーニング手段６を配置し
た画像形成部を有する。
【０１１２】
　画像形成部は、帯電手段２によって像担持体１の表面に一様帯電を行った後に、像露光
手段３のレーザビームによって原稿から読み取られた画像データに基づく露光走査を行っ
て潜像を形成し、該潜像を現像手段４により反転現像して像担持体１の表面にトナー像を
形成する。
【０１１３】
　用紙収納部７Ａから給紙された用紙Ｓは転写位置へと送られる。転写位置において転写
手段５Ａにより前記トナー像が用紙Ｓ上に転写される。
【０１１４】
　その後に、用紙Ｓは除電手段５Ｂにより裏面の電荷が消去されて像担持体１から分離さ
れ、搬送部７Ｂにより搬送され、引き続き定着手段８により加熱定着され、排紙ローラ７
Ｃから排出される。
【０１１５】
　定着手段８は加熱ローラ８Ａ、加熱ローラ８Ａに圧接する加圧ローラ８Ｂ及びヒータ８
Ｃを有し、ヒータ８Ｃにより加熱された加熱ローラ８Ａにより未定着トナー像を加熱し、
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トナーを溶融させてトナー像を用紙Ｓに定着する。
【０１１６】
　用紙Ｓの両面に画像形成を行う場合には、定着手段８により加熱定着された用紙Ｓを、
搬送路切り替え板７Ｄにより通常の排紙通路から分岐し、反転搬送部７Ｅにおいてスイッ
チバックして表裏反転した後、再び画像形成部を通過し、用紙Ｓの裏面に画像を形成する
。
【０１１７】
　そして、定着手段８を経て、排紙ローラ７Ｃから装置外に排出される。排紙ローラ７Ｃ
から排出された用紙Ｓは、用紙処理装置Ｂに送り込まれる。
【０１１８】
　像担持体１の画像処理後の表面は、クリーニング手段６により表面に残留している現像
剤が除去され、次の画像形成に備える。
【０１１９】
　設定手段である操作部ＳＡは、用紙処理装置Ｂにおけるカールの矯正条件を設定するカ
ール矯正設定画面（後述の図７及び８）の表示、又、オペレータによる用紙の坪量等の情
報が設定される。
【０１２０】
　そして、設定された情報が不図示の通信手段により用紙処理装置Ｂに送信される。
【０１２１】
　なお、画像形成装置Ａの記憶手段には、前記カール矯正設定画面を表示する情報が予め
記憶されている。
【０１２２】
　そして、必要に応じてカール矯正設定画面を表示する情報を記憶手段から読み出して、
操作部ＳＡに設けられたタッチパネル等の表示画面に前記カール矯正設定画面を表示する
。
【０１２３】
　なお、例えば画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂとを個別に製造・販売するような場合は
、用紙処理装置Ｂに予めカール矯正設定画面を表示する情報等を用紙処理装置Ｂの記憶手
段に格納しておき、
画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂとを連結時に、用紙処理装置Ｂの通信手段と画像形成装
置Ａの通信手段とを介して、カール矯正設定画面を表示する情報等を用紙処理装置Ｂから
画像形成装置Ａに送信して、画像形成装置Ａの記憶手段に記憶させるようにしても良い。
【０１２４】
　用紙処理装置Ｂについては、既に説明したのでここでは説明を省略する。
【０１２５】
　後処理装置Ｃは、用紙搬送手段２１０、排紙手段２２０、表紙供給手段２３０、用紙束
収容手段２４０、用紙束搬送手段２５０、糊塗布手段２６０、表紙貼付手段２７０、表紙
折り曲げ手段２８０、冊子排出手段２９０、等から構成されている。
【０１２６】
　前記各手段は、後処理装置Ｃの本体内で垂直方向に縦列配置されている。
【０１２７】
　用紙処理装置Ｂから排出された用紙Ｓは、後処理装置Ｃの用紙束収容手段２４０の所定
位置に一旦収容され順次積載される。
【０１２８】
　用紙束収容手段２４０に所定枚数の用紙Ｓから成る用紙束が形成され、用紙束は用紙束
保持手段２５０に送られ、用紙束保持手段２５０が回転してほぼ垂直になった状態で、糊
塗布手段２６０により用紙束の底面に糊が塗布されて用紙束が束ねられる。
【０１２９】
　束ねられた用紙束に対して、表紙貼り付け手段２７０から表紙が供給されて表紙が接合
され、表紙折り曲げ手段２８０により表紙が折り曲げられて冊子が形成される。
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【０１３０】
　形成された冊子は、冊子排出手段２９０により後処理装置Ｃから排出される。
【０１３１】
　以上、完成された画像形成システムとして説明したが、画像形成装置Ａに対して用紙処
理装置Ｂあるいは用紙処理装置Ｂと後処理装置Ｃとを後日接続して最終的に画像形成シス
テムを完成可能なことは言うまでもない。
【０１３２】
　以上、画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂと後処理装置Ｃとの構成について説明したが、
以下に用紙処理装置Ｂの制御について説明する。
【０１３３】
　図６は、用紙処理装置Ｂのカール矯正に係る制御のブロック図である。
【０１３４】
　用紙処理装置Ｂの制御部Ｃｂは、用紙処理装置Ｂ全体の制御プラグラム等が予め記憶さ
れている不揮発性記憶手段Ｍと、各種データ等を一時的に格納するＲＡＭと、制御プラグ
ラム等を逐次読み出してＲＡＭに格納し実行させるＣＰＵと、各種入出力部材とのインタ
ーフェースを行うインターフェースユニットＩ／Ｏと、画像形成装置Ａと後処理装置Ｃと
の各通信手段ＣＣａ、ＣＣｃと通信を行う通信手段ＣＣｂと、を有している。
【０１３５】
　不揮発性記憶手段Ｍには、後述するフロー図に記すプログラムと、後述するカール矯正
設定画面を表示する情報と、等、が予め記憶されている。
【０１３６】
　そしてＣＰＵは必要に応じて後述するフロー図に記すプログラムを読み出してカール矯
正に係る制御を実行する。
【０１３７】
　切換ゲート１０２は、インターフェースユニットＩ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され
、用紙の搬送経路を加湿搬送路ＨＲ２またはバイパス搬送路ＨＲ５に切り替える。
【０１３８】
　切換ゲート１３８は、インターフェースユニットＩ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され
、用紙の搬送経路を矯正搬送路ＨＲ３１または矯正搬送路ＨＲ３２に切り替える。
【０１３９】
　切換ゲート１４８は、インターフェースユニットＩ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され
、用紙の搬送経路を矯正搬送路ＨＲ４１または矯正搬送路ＨＲ４２に切り替える。
【０１４０】
　加湿部１１０は、加湿ローラ１１１Ａと加湿ローラ１１１Ｂを駆動する駆動モータ（不
図示）とポンプ（不図示）等がインターフェースユニットＩ／Ｏを介してＣＰＵにより制
御され、用紙に加湿する。
【０１４１】
　カール矯正手段１３０は、第１の矯正度合調整手段１３７がインターフェースユニット
Ｉ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され、上向きカールを矯正する付勢力が調整される。
【０１４２】
　カール矯正手段１４０は、第２の矯正度合調整手段１４７がインターフェースユニット
Ｉ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され、下向きカールを矯正する付勢力が調整される。
【０１４３】
　カール矯正手段１５０は、第３の矯正度合調整手段１６１及び第４の矯正度合調整手段
１６２がインターフェースユニットＩ／Ｏを介してＣＰＵにより制御され、上向き及び下
向きカールを矯正する付勢力が調整される。
【０１４４】
　通信手段ＣＣｂは、画像形成装置Ａの通信手段ＣＣａと後処理装置Ｃの通信手段ＣＣｃ
と通信を行い各種情報を授受する。
【０１４５】
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　画像形成装置Ａの操作部（図示せず）に表示されたカール矯正設定画面Ｐで設定された
カール矯正に係る設定条件情報が通信手段ＣＣａと通信手段ＣＣｃとを介して用紙処理装
置Ｂに送信され、以下のフロー処理に使われる。
【０１４６】
　図７は、カール矯正設定画面の説明図である。
【０１４７】
　図７はカール矯正設定画面の基本画面であると同時に、下記の用紙種類設定部Ｐ１１と
坪量部Ｐ１２とで普通紙及び坪量６０ｇ／ｍ２以上が設定された場合のカール矯正設定画
面を示している。
【０１４８】
　カール矯正設定画面の基本画面としてのカール矯正設定画面で、ジョブの設定時に表示
され、所定の用紙即ち、普通紙及び坪量６０ｇ／ｍ２以上が設定されると、普通紙及び坪
量６０ｇ／ｍ２以上が設定時のカール矯正設定画面としてのカール矯正設定画面Ｐに遷移
する。しかしこの場合は表示内容の変化はない。
【０１４９】
　以下、普通紙及び坪量６０ｇ／ｍ２以上が設定された場合について説明する。
【０１５０】
　カール矯正設定画面Ｐは、用紙に係る情報を設定する設定部Ｐ１と、カールの矯正（調
整）に係る情報を設定するカール調整部Ｐ２とに分かれている。
【０１５１】
　設定部Ｐ１は用紙の種類を設定する用紙種類設定部Ｐ１１と坪量を設定する坪量部Ｐ１
２とに分かれており、用紙種類設定部Ｐ１１では用紙の種類、例えば普通紙、カラーペー
パー等（図では普通紙設定時を図示）が設定され、
坪量部Ｐ１２では坪量、例えば６０ｇ／ｍ２未満（図示の～５９ｇ／ｍ２）、６０ｇ／ｍ
２以上（図示の６０ｇ／ｍ２～）等が設定される。
【０１５２】
　また、カール調整部Ｐ２はカールの調整度合い及び、上向きカールの調整か又は下向き
カールの調整かを設定するカールの調整設定部Ｐ２１と、加湿を行うか否かを設定する加
湿設定部Ｐ２２（ＯＮキーＰ２３，ＯＦＦキーＰ２４）とに分かれている。
【０１５３】
　カールの調整設定部Ｐ２１は上向きカールの調整度合いを調整（即ち上向きカールを平
板状方向に調整）する＋２キーと＋１キーを有し、＋２キーと＋１キーにより上向きカー
ルの調整度合いが設定され、
下向きカールの調整度合いを調整する（即ち下向きカールを平板状方向に調整）－２キー
と－１キーを有し、－２キーと－１キーにより下向きカールの調整度合いが設定され、
上向きカールと下向きカールの両者を平板状方向に調整する０キーにより上向きカールと
下向きカールの両者の調整が設定される。
【０１５４】
　なお、カール矯正度合い（強度）キーＱ２２３の（＋１）は比較的小さな上向きカール
や剛性の弱い用紙のカールを矯正するためのキーで、（＋２）は大きな上向きカールや剛
性の強い用紙のカールを矯正するためのキーである。
【０１５５】
　また、カール矯正度合い（強度）キーＱ２２３の（－１）は比較的小さな下向きカール
や剛性の弱い用紙のカールを矯正するためのキーで、（－２）は大きな下向きカールや剛
性の強い用紙のカールを矯正するためのキーである。
【０１５６】
　また、加湿設定部Ｐ２２では加湿実行の可否がＯＮキーＰ２３又はＯＦＦキーＰ２４の
選択により設定される。
【０１５７】
　なお、カールの調整設定部Ｐ２１と加湿設定部Ｐ２２とを設定しない場合はカールの矯
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正は行われない。
【０１５８】
　これにより、用紙の坪量設定部Ｐ１２で所定の用紙即ち坪量６０ｇ／ｍ２以上を設定し
た場合は、それ以降のカール矯正と加湿処理とに係るキー操作に応じて、カール矯正と加
湿処理とに係る両者の設定が可能となっている。
【０１５９】
　図８は、薄紙の用紙に対するカール矯正設定画面の説明図である。
【０１６０】
　図８（ａ）は、ジョブの設定時に表示されるカール矯正設定画面の基本画面としてのカ
ール矯正設定画面（図７）において、所定の用紙以外の用紙即ち、普通紙（Ｐ１１）及び
坪量６０ｇ／ｍ２未満（Ｐ１２）が設定された場合、又は、
下記のカール矯正設定画面Ｑ２において「前へ」キーを設定した場合に遷移するカール矯
正設定画面Ｑ１の図である。
【０１６１】
　図８（ｂ）は、上記のカール矯正設定画面Ｑ１において「次へ」キーを設定した場合に
遷移するカール矯正設定画面Ｑ２の図である。
【０１６２】
　図８（ａ）において、カール矯正設定画面Ｑ１は、用紙に係る情報を設定する設定部Ｑ
１１と、加湿を行うか否かを設定する加湿設定部Ｑ１１３（ＯＮキーＱ１１４、ＯＦＦキ
ーＱ１１５）とに分かれており、「次へ」キーを有している。
【０１６３】
　このように加湿処理に係るキーが表示され、図７を参照して説明したと同様に加湿処理
に係る設定が可能となっている。
【０１６４】
　また、「次へ」キーを設定することにより、下記のカール矯正設定画面Ｑ２に遷移させ
ることができる。
【０１６５】
　また、加湿可否設定画面Ｑ１で、加湿設定ＯＦＦキーＱ１１５をＯＮとすると、「次へ
」キーの操作が不可能となり、結果としてカール調整処理が不能となる。
【０１６６】
　加湿設定ＯＦＦキーＱ１１５をＯＮとすると「次へ」キーの操作が可能となり、「次へ
」キーの操作により、図８（ｂ）に示すカール設定画面Ｑ２が表示される。
【０１６７】
　そして、カール矯正度合い（強度）キーＱ２２３によるカール矯正度合い（強度）の設
定が可能となり、設定によりカール調整処理が実行される。
【０１６８】
　図８（ｂ）において、カール矯正設定画面Ｑ２は、用紙に係る情報を設定する設定部Ｑ
２１と、カールの矯正を設定するカール調整部Ｑ２２とに分かれており、「前へ」キーを
有している。
【０１６９】
　カール調整部Ｑ２２にはカール矯正度合い（強度）キーＱ２２３（＋２～０～－２キー
）が表示され、図７を参照して説明したと同様にカール矯正度合い（強度）に係る設定が
可能となっている。
【０１７０】
　即ち、加湿設定ＯＮキーＱ１１３のＯＮキーＱ１１４を選択した場合は加湿処理のみが
可能となり、加湿設定ＯＦＦキーＱ１１５を選択した場合はカール矯正のみを可能として
いる。
【０１７１】
　また、「前へ」キーを設定することにより、前記のカール矯正設定画面Ｑ１に遷移させ
ることができ、設定のやり直しが可能となる。
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【０１７２】
　このように、坪量設定キーで所定の用紙以外の用紙即ち坪量６０ｇ／ｍ２未満を選択し
た場合は、それ以降のカール矯正と加湿処理とに係るキー操作に応じて、加湿処理のみ、
或いは加湿処理のみを設定可能とすることができる。
【０１７３】
　そして、これにより加湿処理のみ、或いは加湿処理のみを実行可能とすることができる
。
【０１７４】
　なお、画像形成装置Ａの操作部ＳＡに表示されたカール矯正設定画面Ｐ、カール矯正設
定画面Ｑ１、及びカール矯正設定画面Ｑ２において、カール調整及び加湿設定の両者とも
設定されない場合が前述の（用紙処理装置Ｂによる処理を行わない）処理無しモードに相
当し、
カール調整が設定されず、加湿設定のみ設定された場合が前述の（加湿処理のみを行う）
加湿モードに相当し、
加湿設定が設定されず、カール調整のみ設定された場合が前述の（カール矯正のみを行う
）第１カール矯正モードに相当し、
カール調整及び加湿設定の両者共設定された場合が前述の（加湿とカール矯正とを行う）
第２カール矯正モードに相当している。
【０１７５】
　即ち、画像形成装置Ａの操作部ＳＡでは、例えば処理無しモードと、加湿モードと、第
１カール矯正モードと、第２カール矯正モードとを含むジョブに係る情報が設定可能とな
っている。
【０１７６】
　そして、上記設定により用紙処理装置Ｂは、処理無しモード又は、加湿モード又は、第
１カール矯正モード又は、第２カール矯正モードでのカール矯正を可能としている。
【０１７７】
　また、カール矯正設定画面Ｐ、及びカール矯正設定画面Ｑ２において、カール調整部の
＋２～０～－２キーの内、＋２又は＋１キーが設定された場合が前述の上向きカール矯正
を行うモードに相当し、
－２又は－１キーが設定された場合が前述の下向きカール矯正を行うモードに相当し、
０キーが設定された場合が前述の（上向きと下向きとの）両カール矯正を行うモードに相
当している。
【０１７８】
　即ち、画像形成装置Ａの操作部ＳＡでは、例えば上向きカール矯正を行うモードと、下
向きカール矯正を行うモードと、両カール矯正を行うモードとを含むジョブに係る情報が
設定可能となっている。
【０１７９】
　そして、上記設定により用紙処理装置Ｂは、上向きカール矯正を行うモード又は、下向
きカール矯正を行うモード又は、両カール矯正を行うモードでのカール矯正を可能として
いる。
【０１８０】
　図９は、画像形成装置Ａにおける、用紙のカール矯正に関する制御のフロー図である。
【０１８１】
　先ず、用紙処理装置Ｂにおける用紙のカールを矯正する制御フローを説明する前に、図
９、６、７等を参照して画像形成装置Ａにおける用紙のカール矯正に関する制御フローの
概要について説明する。
【０１８２】
　１．カール矯正設定画面の表示　ステップＳ１１
　例えばジョブの設定時等に、画像形成装置Ａの記憶手段からカール矯正に関する設定画
面（カール矯正設定画面・図７）を表示するカール矯正設定画面表示情報を読み出して、
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操作部ＳＡに設けられたタッチパネル等の表示画面にカール矯正設定画面Ｐを表示させ、
次ステップに進む。
【０１８３】
　２．　坪量設定部Ｐ１２の坪量読み込み　ステップＳ１２
　オペレータは、表示画面に表示されたカール矯正設定画面Ｐで坪量、加湿、カール矯正
等に係る情報を設定する。
【０１８４】
　坪量設定部Ｐ１２で設定された、坪量を含むカール矯正に関する情報を読み込みＲＡＭ
等の記憶手段に格納し次ステップに進む。
【０１８５】
　３．坪量が６０ｇ／ｍ２以上か否かの判断　ステップＳ１３
　読み込んだ坪量が６０ｇ／ｍ２以上か否かの判断を行い、６０ｇ／ｍ２以上（Ｙｅｓ）
の場合はカール矯正設定画面Ｐを継続表示させステップＳ１８に進み、
６０ｇ／ｍ２未満（Ｎｏ）の場合はカール矯正設定画面Ｐをカール矯正設定画面Ｑ１に遷
移させ、次ステップに進む。
【０１８６】
　４．加湿有無の判断　ステップＳ１４
カール矯正設定画面Ｑ１において、加湿設定部Ｑ１１３のＯＮキーＱ１１４が設定される
（Ｙｅｓ）と次ステップに進み、
加湿設定部Ｑ１１３のＯＦＦキーＱ１１５が設定される（Ｎｏ）と、カール矯正設定画面
Ｑ１をカール矯正設定画面Ｑ２に遷移させ、ステップＳ１６に進む。
【０１８７】
　５．加湿有り情報の送信　ステップＳ１５
　通信手段ＣＣａを介し用紙処理装置Ｂの通信手段ＣＣｂに、加湿有り情報を送信し、エ
ンドに進む。
【０１８８】
　６．カール調整有無の判断　ステップＳ１６
　カール矯正設定画面Ｑ２において、カール調整部Ｑ２２が設定されると（Ｙｅｓ）、カ
ール調整部Ｑ２２のカール矯正度合い（強度）キーＱ２２３（＋２～０～－２キー）を読
み込み、次ステップに進み、
カール調整部Ｑ２２が設定されないと（Ｎｏ）エンドに進む。
【０１８９】
　７．カール調整有り情報の送信　ステップＳ１７
　通信手段ＣＣａを介し用紙処理装置Ｂの通信手段ＣＣｂに、カール矯正有り情報とカー
ル矯正度合い情報（＋２～０～－２）を送信し、エンドに進む。
【０１９０】
　８．カール調整有無の判断　ステップＳ１８
カール矯正設定画面Ｐ（図７）において、カール調整部Ｐ２が設定されると（Ｙｅｓ）、
カール調整部Ｐ２のカール矯正量（強度）キーＰ２１／Ｑ２２３（＋２～０～－２キー）
を読み込み、次ステップに進み、
カール調整部Ｐ２が設定されないとステップＳ２０（Ｎｏ）に進む。
【０１９１】
　９．カール調整有り情報の送信　ステップＳ１９
　通信手段ＣＣａを介し用紙処理装置Ｂの通信手段ＣＣｂに、カール矯正有り情報とカー
ル矯正度合い情報（＋２～０～－２）を送信し、次ステップに進む。
【０１９２】
　１０．加湿有無の判断　ステップＳ２０
カール矯正設定画面Ｐにおいて、加湿設定部Ｐ２２のＯＮキーＱ２３が設定される（Ｙｅ
ｓ）と次ステップに進み、
加湿設定部Ｑ２２のＯＦＦキーＱ２４が設定されるとエンドに進む。
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【０１９３】
　１１．加湿有り情報の送信　ステップＳ２１
　通信手段ＣＣａを介し用紙処理装置Ｂの通信手段ＣＣｂに、加湿有り情報を送信し、エ
ンドに進む。
【０１９４】
　なお、前述したように画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂとを個別に製造販売し、後に両
者を結合してシステム化するような場合は、
上記画像形成装置Ａにおける用紙のカール矯正に関する制御のフローは用紙処理装置Ｂに
記憶させておいても良く、結合時に通信手段等によって画像形成装置Ａに送信して画像形
成装置Ａに記憶させる。
【０１９５】
　ステップＳ１３及びステップＳ１８～ステップＳ２１により、坪量が６０ｇ／ｍ２以上
の場合即ち所定の用紙の場合はカール調整及び加湿の両方を設定でき、これによりカール
調整及び加湿の両方が可能となる。
【０１９６】
　また、坪量が６０ｇ／ｍ２未満の場合即ち所定の用紙以外の用紙の場合はカール調整及
び加湿の両方を設定でき、これによりカール調整及び加湿の両方が可能となる。
【０１９７】
　図１０は、用紙処理装置Ｂにおける、用紙のカール矯正に関する制御のフロー図である
。
【０１９８】
　以下、用紙のカールを矯正する制御のフローについて図１０を参照して説明する。
【０１９９】
　１．カール調整に関する情報の取得　ステップＳ１０１
　画像形成装置Ａ送信されたカール調整に関する情報を受信し、ＲＡＭに格納して次ステ
ップに進む。
【０２００】
　なお、カール調整に関する情報は、前記ステップＳ１５で送信された加湿有り情報、ス
テップＳ１７で送信されたカール矯正有り情報とカール矯正度合い情報（＋２～０～－２
）、ステップＳ１９で送信されたカール矯正有り情報とカール矯正度合い情報（＋２～０
～－２）、ステップＳ２１で送信された加湿有り情報等がある。
【０２０１】
　２．加湿有り情報の有無判断　ステップＳ１０２
　ＲＡＭから受信したカール調整に関する情報を読み出し、加湿有り情報があると（Ｙｅ
ｓ）加湿処理を行うため次ステップに進み、ないと（Ｎｏ）ステップＳ１０４に進む。
【０２０２】
　３．加湿処理の実行　ステップＳ１０３
　ポンプ（不図示）等で水を給水槽１１４Ａ、１１４Ｂに汲み上げ、加湿ローラ１１１Ａ
と加湿ローラ１１１Ｂを回転させる駆動モータ（不図示）で加湿ローラ１１１Ａと加湿ロ
ーラ１１１Ｂとを回転させ、通過する用紙に水を塗布（加湿）し、次ステップに進む。
【０２０３】
　４．カール矯正有り情報の有無判断　ステップＳ１０４
　ＲＡＭから受信したカール矯正有無に関する情報を読み出し、カール矯正有り情報があ
ると（Ｙｅｓ）カール矯正度合い情報を読み出すため次ステップに進み、カール矯正有り
情報がないと（Ｎｏ）エンドに進む。
【０２０４】
　５．カール矯正度合い情報の取得　ステップＳ１０５
　カール矯正度合い情報（＋２～０～－２）を読み出し、
カール矯正度合い情報が正（＋２、＋１）の場合（Ｙｅｓ）は、上向きカールの矯正処理
を行うために次ステップに進み、正でない場合（Ｎｏ）はステップＳ１０７に進む。
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【０２０５】
　６．上向きカールの矯正処理の実行　ステップＳ１０６
　切替えゲート１３８を作動させ、用紙を矯正搬送路ＨＲ３２に通過させる。そして、第
１の矯正度合調整手段１３７にカール矯正度合い情報（＋２、＋１）に応じた付勢力で小
径ローラ１３１を付勢させエンドに進む。
【０２０６】
　ここで、カール矯正度合い情報＋１が設定された場合は比較的小さな付勢力で小径ロー
ラ１３１を付勢させ、カール矯正度合い情報＋２が設定された場合は大きな付勢力で小径
ローラ１３１を付勢させる。
【０２０７】
　７．カール矯正度合い情報の取得　ステップＳ１０７
　カール矯正度合い情報（＋２～０～－２）を読み出し、
カール矯正度合い情報が負（－２、－１）の場合（Ｙｅｓ）は、下向きカールの矯正処理
を行うために次ステップに進み、負でない場合（Ｎｏ）は上向き下向き両カールの矯正処
理を行うためにステップＳ１０９に進む。
【０２０８】
　８．下向きカールの矯正処理の実行　ステップＳ１０８
　切替えゲート１４８を作動させ、用紙を矯正搬送路ＨＲ４２に通過させる。そして、第
２の矯正度合調整手段１４７にカール矯正度合い情報（－２、－１）に応じた付勢力で小
径ローラ１４１を付勢させ次ステップに進む。
【０２０９】
　ここで、カール矯正度合い情報－１が設定された場合は比較的小さな付勢力で小径ロー
ラ１４１を付勢させ、カール矯正度合い情報－２が設定された場合は大きな付勢力で小径
ローラ１４１を付勢させる。
【０２１０】
　９．上向き下向き両カールの矯正処理の実行　ステップＳ１０９
　第３の矯正度合調整手段１６１及び第４の矯正度合調整手段１６２を作動させて小経ロ
ーラ１５８と小経ローラ１５９とにより用紙をカール方向と逆方向に付勢しエンドに進む
。
【０２１１】
　ステップＳ１０４～ステップＳ１０９により、オペレータにより設定されたカールの矯
正方法に応じて、前記第１のカール矯正手段、前記第２のカール矯正手段、及び前記第３
のカール矯正手段の少なくとも１つによりカールを矯正させることが可能となる。
【０２１２】
　以上により、用紙の種類例えば坪量に応じて（ステップＳ１１～ステップＳ２１）、機
械的な曲げ力（ステップＳ１０１、ステップＳ１０４～ステップＳ１０９）、及び、加湿
（ステップＳ１０２、ステップＳ１０３）を使い分けることによりカールの矯正が可能と
なり、カールに基因する搬送、処理、集積におけるトラブルの発生を防止でき、
その結果、異常処理に係るメンテナンス時間を短縮し、高生産性を実現する用紙処理装置
及び該用紙処理装置を有する画像形成システムの提供が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０２１３】
【図１】用紙処理装置の断面図である。
【図２】加湿部１１０の拡大図である。
【図３】カール矯正手段の拡大説明図である。
【図４】カール矯正手段１５０の拡大説明図である。
【図５】画像形成装置Ａと用紙処理装置Ｂと後処理装置Ｃとを有する画像形成システムの
説明図である。
【図６】用紙処理装置Ｂのカール矯正に係る制御のブロック図である。
【図７】カール矯正設定画面の説明図である。
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【図８】薄紙の用紙に対するカール矯正設定画面の説明図である。
【図９】画像形成装置Ａにおける、用紙のカール矯正に関する制御のフロー図である。
【図１０】用紙処理装置Ｂにおける、用紙のカール矯正に関する制御のフロー図である。
【符号の説明】
【０２１４】
　１１０　加湿手段
　１１１Ａ、１１１Ｂ　加湿ローラ
　１２０、１３０　カール矯正手段
　１３１、１４１、１５８、１５９　小径ローラ
　１３４、１４４、１５５、１５６　ベルト
　１３７　第１の矯正度合調整手段
　１３８、１４８　切換ゲート
　１４０　カール矯正手段
　１４７　第２の矯正度合調整手段
　１５０　カール矯正手段
　１６１　第３の矯正度合調整手段
　１６２　第４の矯正度合調整手段
　Ａ　画像形成装置
　Ｂ　用紙処理装置
　ＨＲ３１、ＨＲ３２、ＨＲ４１、ＨＲ４２　矯正搬送路
　Ｐ、Ｑ１、Ｑ２　カール矯正設定画面
　Ｐ２　カール調整部
　Ｐ１２　坪量部
　Ｐ２２　加湿設定部
　Ｑ２２３　カール矯正度合い（強度）キー
【図１】 【図２】



(21) JP 2010-1089 A 2010.1.7

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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